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 要  旨 
 自動車の運転支援システムの一つである，定速走行・車間距離制御装置（通称名：ACC）と
いうシステムは，ドライバの設定した車速を維持し，先行車が減速した場合にドライバに代
わって自動でブレーキをかけ，車間距離を調節することでドライバの長時間の運転による負
荷や疲労，ストレスの軽減を目的としたものである．しかし，ACC のように自動車側が自動
でブレーキをかける場合，その自動ブレーキの作動タイミングが，ドライバの望むタイミン
グと一致していない場合には，ドライバに違和感を生じさせ，ストレスを与える恐れがある． 
 そこで本研究では，自動ブレーキシステムの作動タイミングに対するドライバ受容性（受
け入れ易さ）の向上のために，作動タイミングに関してどのような点を考慮すべきかを 2 つ
の実験を通して解析・検討した． 
 1 つ目の実験では，「減速する先行車のストップランプの点灯状況が，作動タイミングに対
するドライバ受容性に影響を与えるのではないか」との予測を基に，自動ブレーキを点灯状
況別に複数のタイミングで作動させ，その受容性を被験者に主観評価させた．その結果，非
点灯時は点灯時よりも遅いタイミングで作動させることで，ドライバ受容性が向上できるこ
とが明かになった．また，ストップランプ点灯時はドライバが実際にブレーキ操作を行うタ
イミング，非点灯時はドライバが実際にブレーキ操作を行うタイミングよりも少し早いタイ
ミングでの自動ブレーキ作動が望ましいことが明らかになった． 
 2 つ目の実験では，被験者のブレーキ操作のタイミングを記録し，その分布を基に，「自動
ブレーキの作動タイミングを個人個人にあったものにすべきか」を検討した．その結果，ブ
レーキ操作タイミングに，個人間差・個人内差があることが確認でき，自動ブレーキの作動
タイミングを個々のドライバに合ったものにすべきという結論に至った． 
 本研究より，自動ブレーキの作動タイミングの設定において，先行車のストップランプの
点灯状況に応じて作動タイミングを変化させることがドライバ受容性向上のために重要であ
り，また個々のドライバの個人間差と個人内差を考慮した作動タイミングが望ましいことが
明らかになった． 
 
